




木質バイオマス発電とは

木質バイオマス（製材端材や木質チップ）を燃やして
タービンを回して発電する発電方法です。



バイオマス発電の目的
〇二酸化炭素の排出を抑制、地球温暖化を防止

木質チップを燃やすと二酸化炭素を発生しますが、
森林が更新されることで、樹木の光合成により二酸化
炭素の吸収・固定が進みます。

〇廃棄物の発生を抑制

製材工場の残材などを有効に活用することで、廃棄
物を減らすことができます。

〇エネルギー資源としての利用

化石燃料に頼っている日本のエネルギー需要を多様
化するため、バイオマスエネルギーも利用していく必
要があります。






